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研究成果の概要（和文）：年2回の総括班会議を開催し、領域研究の方向付けの確認、研究者間の情報交換、リソース
の共有、共同研究の推進を行った。領域ホームページの開設、ニュースレターを発行して、領域の研究成果の発信につ
とめた。また、領域研究の取り組み、成果を「脳内環境マップ」を作成した。さらに研究成果について意見交換する場
として「脳内環境フォーラム」を開設した。ワークショップ（4回）、国際シンポジウム（4回）を開催し、若手研究者
の渡航支援、さらに一般、学生に様々なアウトリーチ活動を推進した。総括班の審査により選定された公募班員4名か
らの研究提案に対して遺伝子改変マウス作製、抗体作製への支援を行った。

研究成果の概要（英文）：Project managing group members had served for management and planning of project 
meetings, international symposiums and research supports. The research meetings were held twice a year, 
and evaluated the progress of each project, collaborations, and the resource sharing. We organized the 
annual research workshop, and the international symposium with the distinguished oversea invitees from 
oversea, four times. We supported young investigators by research grant to generate transgenic mice and 
monoclonal antibodies. Two PhD students were awarded for the travel grant to attend the annual meeting of 
Society for Neuroscience in U.S. Many outreach activities for non-expert audience or high school students 
were performed to present our research activity. We supported the selected young investigators by a 
research grant required for their projects. Our achievements were open for discussion in the internet 
forum, and was summarized as pathway map, designated as “Brain Environment Map”.
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１．研究開始当初の背景 
本総括班は新学術領域「脳内環境；恒常性維
持とその破綻」の解明に向けた A01神経内グ
ループ、A02神経外グループ、A03イメージ
ンググループ３つのグループの研究活動を
統括し、研究を支援するために設立された。 
 
２．研究の目的 
総括班は各計画班の研究と公募班の研究が
一体となって脳内環境の研究領域が一つの
新たな学問分野を形成できるように、各班員
の研究の評価やサポート、リソースの開発と
利用環境整備支援、情報発信や交流の場の提
供、若手研究者育成活動などを中心に行い領
域内環境整備をし、研究を強力に推進するこ
とをめざしている。研究開始当初より現在ま
で、班員の研究成果が順調に集積しつつある
ことを踏まえ、班員間の連携の強化やシンポ
ジウムやフォーラム、脳内環境マップなどの
情報発信の機会や方法に留意し、さらに総合
的な研究のサポートを推進する。 
 
３．研究の方法 
１）A01 神経内環境, A02 神経外環境, A03 
イメージングの3分野の各々の研究支援と評
価 
２）脳内環境マップの作成。 
３）定期的なニュースレターの刊行による領
域研究の成果の情報発信。 
４）「脳内環境フォーラム」を通じた迅速な
情報発信と班員間のコミュニケーションの
推進。 
５）定期的な班会議を企画し、班員間の研究
成果や情報を共有し、領域内での評価をふま
えて速やかな研究体制の調整を行う。 
６）国内、国際学会において新学術領域主催
のワークショップやシンポジウムを積極的
に開催し、領域外の研究者にも情報公開を通
じて、研究の発展を促す。 
７）発足後3年を迎え徐々に集積しつつある、
多くの独自リソースを公開し、班員が自由に
利用できる環境を整備する。 
８）若手研究者育成支援を引き続き行う。具
体的には若手シンポジウムの開催や国際学
会への渡航費用を支援し、脳内環境研究に関
する先駆的研究者を積極的に招聘し交流の
機会を提供する。 
 
４．研究成果 
1)領域推進会議（班会議）の開催：年 2回開
催し、領域研究の方向付けの確認、研究者間
の情報交換、リソースの共有、共同研究の推
進を行った。平成 28 年 1 月の最終会議では
海外アドバイザーの Jean-Pierre Julien 教
授を招聘し、特別講演に加え班員の研究成果
に対する総評をいただいた。 
2）研究広報、アウトリーチ活動：領域ホー
ムページの開設、ニュースレターを発行して、
領域の研究成果の発信につとめた。また、領
域研究の取り組み、成果を「脳内環境マップ」

としホームページに公開し、さらにとりまと
め経費を用いて書籍「脳内環境辞典」の発刊
にむけ準備をしている。若手研究者間で最新
研究成果について意見交換する場として「脳
内環境フォーラム」を開設している。これま
でに、夏のワークショップ（4回）、若手国際
シンポジウム（3回）、包括脳ネットワークの
ワークショップ（4 回）を開催し、内容を公
開し、班外から多くの研究者が参加した。さ
らに学会でシンポジウムを主催（日本神経科
学大会など計 3回）し、一般、学生（大学か
ら小学生まで）に研究活動の紹介や、実際に
研究に触れていただくなど、様々なアウトリ
ーチ活動を推進し、その数は計画班員、公募
班員合わせ合計 84 件に及んだ。 
3）国際連携：領域活動期間で計 4 回の国際
シンポジウム(H24.7, H24.11, H27.1, H28.1)
を開催した。第一線で活躍する内外の研究者
を招聘して意見交換を行い、国際的な研究コ
ミュニティーの設立に努めた。 
4)研究リソースの共有：領域メンバーが有す
る、遺伝子、抗体、遺伝子改変マウスの保有
状況を把握し、一覧表にして、全班員に配布
している。これに基づいて、共同研究が生ま
れる仲立ちとなっている。 
5）リソース作製支援：H24 年度には、総括班
の審査により選定された公募班員4名からの
研究提案に対して遺伝子改変マウス作製、抗
体作製への支援を総括班から行った。支援を
受けた班員は、領域班会議においてその進捗
を報告した。 
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